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近年，人類がこれまで行なってきた科学的発

見を求める月探査に加え，深宇宙へ飛び出すた

めの宇宙港や新たな経済圏確立を目指して世

界各国が月を目指し技術を開発している。現在

の月探査の非常に大きな原動力となっている

のが，月の水である。月観測データや月サンプ

ル分析から，月極域には水氷が存在することが

有力視されている(e.g. 1-4)。しかし，現状の観

測結果では月極域の水の垂直・水平方向の空間

的分布，その量や存在形態（水酸基 or 水分子，

吸着水 or構造水など）は多くの研究者により

議論が続いている(e.g. 5, 6）。 

NASAは月での科学的発見に加え，経済的利

益，そして次世代探検家（次世代の新宇宙探査）

の礎を築くことを目指すArtemis計画をスター

トさせた。Artemis計画には 51カ国が参加して

おり，国際協力のもと進められている。月面に

おいて人間が活動拠点を形成するためには，エ

ネルギーなどに利用可能な資源を現地採取で

きることが望ましく，様々な月探査プロジェク

トで最も注目されている資源が“水”である。月

面において水が利用可能な状態で，かつまとま

った量が手に入れば，人類は月を燃料補給地点

として利用可能となり，月居住の可能性や月以

遠の天体へのアクセス性などが大きく向上す

ることが期待されている。 

日本では， JAXA とインド宇宙研究機関 

（ISRO） の国際共同で月極域探査機 LUPEX プ

ロジェクトが遂行中である。LUPEX では水の存

在が示唆されている月極域に，ISRO が開発する

着陸機で着陸し，その後に JAXAが開発する月面

無人ローバで周辺を探査する。無人ローバには複

数の観測装置が搭載され，その場観測により着陸

地点周辺領域の水を含む揮発性成分の存在有

無・存在量・存在形態に関する直接的なデータを

取得することを目指している。JAXAは月面無人

ローバに加え近赤外画像分光装置（Advanced 

Lunar Imaging Spectrometer: ALIS），水資源分析計

（Resource Investigation Water Analyzer: REIWA），

掘削ドリルなどを開発する。 

上記の中でも，ALIS は月面での反射光を波長

領域 750 - 1,650 nmで観測し月面の反射スペク

トルを取得する，日本の惑星探査用カメラとして

は初めてのハイパースペクトルカメラである。こ

の波長範囲では，1,000 nm付近の反射スペクトル

形状を利用した月面構成鉱物の同定や，1,500 nm

付近の反射スペクトル形状を利用した水氷の同

定および定量が可能である。特に 1,500 nm 付近

などの反射スペクトル形状を利用した水氷の定

量は現在勢力的に研究が進められている[e.g. 7]。

本公演では，月面の水と惑星探査における可視近

赤外カメラの利用について概説する。 
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